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営農管理システム Z-GISについて

ＪＡ全農いわて 営農支援部



１．Ｚ－ＧＩＳの概要

２．Ｚ－ＧＩＳの機能（実演）

３．Ｚ－ＧＩＳと他システムとの連携
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１．Ｚ－ＧＩＳの概要
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開発の目的 ＪＡ、生産者の圃場管理の効率化
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地図の作成は、手作
業で時間も掛かって
大変・・・

地図に情報を書き込む
のは、スペースに限り
もある･･･情報を書き
込むのは限界。

Z-GISを使って、
圃場を効率的に
管理!!

 管理圃場数の増加によるに伴う作付・作業計画の作成、圃場管理作業の負担増
 経営規模拡大に伴う従業員の増。労務管理の不徹底や作業指示不足によるミス・ムダの増加

効率化が必要
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特徴 Z-GISとは Excelとの連携で圃場管理を効率化する
クラウド型の営農管理システム

高解像度の航空写真を
拡大印刷可能

（※一部粗い画像もあります）

データをクラウド上に
保管することで
複数名で共有可能

記録した情報を
地図上にわかりやすく

「見える化」

電子地図とExcel
情報を紐づけ、

項目を自由に追加記録
Excel
連携

データ
視覚化

共有
できる

高解像
度地図



利用方法（料金・請求処理）
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利用料金

※新規入会の場合、上記の料金を月割りし、入会翌々月～年度末3月までの使
用料金を請求します。

請求処理
 年１回（４月）請求とし、農協協会から請求書を郵送します。クレジット

カード払いもしくは指定口座へのお振込みのいずれかをお選びください。
 新規入会の場合、入会翌々月に請求書を郵送します。

会員種別 対象者 圃場数 利用料金 クラウド容量

一般会員 1．農業法人、農業生産者
2．JA、連合会（経済連等）

登録100圃場ごと 2,640円／年 １GB
（100圃場ごと）

2000圃場以上 52,800円／年 20GB

特別会員
公的機関、JAグループ以外の
企業・団体
（Z-GIS管理部が認めた者）

66,000円／年 20GB



利用方法（申込）

 利用申込書はZ-GISホームページに掲載
 オンライン申込も可能
 必要事項を記入し申し込むボタンで農協

協会へ送付され、ユーザＩＤ・パスワー
ドが連絡されます
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スマートフォン・タブ
レットからも申し込み

できます

アプリ・マニュアルも
ここからダウンロード



２．Ｚ－ＧＩＳの機能（実演）
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機能 Excelと地図を連携
Ｚ－ＧＩＳはMicrosoft Excelのファイルを読み込み・保存します。
属性表の項目はExcelを利用して自由に追加・削除できます。
また、ＣＳＶファイルにより他のシステムとのデータ交換が可能です。

キー項目を指定して、
圃場を色分けできる

属性データの値を地図上に表示

農地の属性データは、
画面右側に表示
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機能 地図の色分けと表示
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圃場地図

（例１）
貸借区分が
「借地」を抽出

（例２）
作物名で
色分け

（例３）
航空写真を拡大し
地番を表示

それぞれの地図は
きれいに印刷できます



機能 複数の端末で利用可能
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Ｚ－ＧＩＳクラウド

情報はクラウドサーバに
格納

強固なセキュリティを確保
し、外部からの不正アクセ
スから情報を守ります

※タブレット、スマートフォン版アプリでは、利用できない機能があります

事務所

圃場
・作業記録

・記録確認
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機能 精細な地図を印刷

Ａ１用紙やＢ１用紙に精細な地
図を印刷できる

また、Ａ４用紙やＡ３用紙に分
割して印刷することも可能

「拡大コピー」機能
で地図を印刷



活用 農業法人 紙地図からＺ－ＧＩＳへ
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ネギ、タマネギ、カンショ、ニンジン等の生産履歴を入力する
作業者がスマートフォンから入力し、農場長が一元管理

事務所の壁に貼られた紙地図

Ｚ－ＧＩＳで管理

Excelで作成した生産履歴



活用 農業法人 Ｚ－ＧＩＳを使って打合せ
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Z-GISで印
刷した地図

パソコンを
ＴＶに接続
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活用 スマホでデータ入力
エクセル表にドロップダウンリストを組み込み
スマホで開いたZ-GISデータで作業終了などを登録
簡単入力で現場でも対応可能



３．Z-GISと他システムとの連携

・1ｋｍメッシュ気象情報
・GAPにおける活用
・ザルビオフィールドマネージャ―
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効率的な防除、施肥（可変施肥）、水管理（自動給排水）
各圃場の土壌状態、生育ステージ、気象状況に応じた管理

生育予測システムに応じた管理

「Z-GIS」を核としたデータ連携

（圃場情報・生産履歴・
経営情報）

様々な営農情報

経営改善支援

各種センサー 土壌診断結果ドローン

圃場環境データ 土壌分析データ

施肥･防除･
気象情報

防除・施肥データ
生育データ

生産・販売
計画

営農情報
営農管理システム

※本内容はイメージであり、今後連携する内容を含みます

衛星取得データ

実証試験中

生育データ
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１ｋｍメッシュ気象情報
指定した地点・期間の「気温変化」「降水量」「積算温度」をグラフ表示・データ出力
 指定した地点の週間予報、時系列予報（24時間）を表示
 設定した積算温度に達する日にちを算出して積算温度到達予測日を表示

週間予報表示 積算気温（年次比較） 積算気温（到達予測）

機能 １ｋｍメッシュ気象情報



○ＧＡＰにおける活用
○全農本所にて「ＧＡＰでの活用マニュアル」作成

※マニュアルはZ-GISホームページからダウンロードできます（無料）

GAPの管理は生産に使う全ての や を

ことが必要

Z-GISにより、全ての情報を

することが可能

記録した作業やリスクは、Z-GISの機能で

が可能

マニュアルや帳票類を格納したフォルダを

Z-GISに紐づけ、



○ＧＡＰにおける活用
○Agrihubとの連携

Z-GISで作成した圃場地図、リスクマップに紐づけて、
より簡単に 作業記録が可能。

肥料・農薬散布記録
作業記録が手軽に

登録した農薬から
選んで記録

散布履歴一覧で
使用回数を確認

認証GAPに
対応！

※Agrihubの詳細はホームページ（https://www.agrihub-solution.com/）をご覧ください。



○ザルビオフィールドマネージャ―
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■AIによる栽培管理支援システム
『ザルビオフィールドマネージャ―』との連携

連携

AIが作物の生育を予測し、
防除・施肥等の作業推奨を通知

衛星画像を元にした
植生マップ



○はじめようスマート農業キャンペーン



ユーザーサポート（無償）
 サポート窓口を設置し、電話・メールでユーザーからの問い合わせに対応

します

県内問い合わせ先
 講習会開催や活用方法のご相談、岩手県内における推進状況などは

ＪＡ全農いわてでも対応しております。

【Z-GISサポート窓口（(社) 農協協会 Z-GIS管理部）】
電 話:０３－３６３９－１１２５
メール:z-gis@jacom.or.jp

問合せ先（サポート窓口）
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【ＪＡ全農いわて 営農支援部 営農技術課（担当:衣川）】
電 話:019-638-6982
メール:koromogawa-yuuno@zennoh.or.jp



ご清聴ありがとうございました。


